
(57)【要約】

【課題】　本発明は、液晶層が異常に回転することを防

止し、コントラスト比が悪くなることを防止する課題を

解決する横電界方式の液晶表示装置を提供する。

【解決手段】　本発明の横電界方式の液晶表示装置は、

一対の基板と、該一対の基板間に挟持された液晶層と、

該一対の基板間に形成された複数の画素電極と、この画

素電極と互いに平行に配列された複数の共通電極とを有

する。この画素電極と共通電極との形状が近似し、この

画素電極と共通電極が互いに平行とされ、しかも、両者

が全部滑らかな曲線になっている。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 該 一 対 の 基 板 間 に 形 成 さ れ た 複
数 の 画 素 電 極 と 、 こ の 画 素 電 極 と 互 い に 平 行 に 配 列 さ れ た 複 数 の 共 通 電 極 と を 有 し た 横 電
界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て
　 こ の 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 形 状 が 近 似 し 、 こ の 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が 互 い に 平 行 と さ
れ 、 し か も 、 両 者 が 全 部 滑 ら か な 曲 線 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 横 電 界 方 式 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が 波 型 の 形 状 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 波 型 の 形 状 は 、 ｘ を 水 平 の 方 向 の 変 量 と し 、 ｙ を 垂 直 の 方
向 の 変 量 と し 、 Ａ を 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 距 離 と し 、 Ｌ を 画 素 電 極 の 区 域 の 長 さ と し た
と き に 、 ｙ が ０ ≦ ｙ ≦ Ｌ と な る 関 数 ｘ ＝ Ａ sin（ π ｙ ／ Ｌ ） を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が 円 弧 の 形 状 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 円 弧 の 形 状 は 、 ｘ を 水 平 の 方 向 の 変 量 と し 、 ｙ を 垂 直 の 方
向 の 変 量 と し 、 Ａ を 画 素 電 極 と 共 通 電 極 と の 距 離 と し 、 Ｌ を 画 素 電 極 の 区 域 の 長 さ と し た
と き に 、 ｙ が ０ ≦ ｙ ≦ Ｌ と な る 関 数 ｘ ＝ Ａ sin（ π ｙ ／ Ｌ ） を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 は 直 線 と 曲 線 が 連 続 す る 滑 ら か な 曲 線 に な っ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 共 通 ラ イ ン と ゲ ー ト ラ イ ン が 平 行 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 横 電
界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 は 透 明 導 電 性 材 料 で 製 造 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が そ れ ぞ れ 上 下 両 基 板 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が 全 部 一 方 の 基 板 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 の 間 に 絶 縁 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 が 同 層 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 横
電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 を 表 示 媒 体 と し た 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装
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置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 液 晶 表 示 装 置 は 軽 量 ・ 薄 型 ・ 低 消 費 電 力 な ど の 特 性 を 生 か し 、 各 種 情 報 機 器 端 末
や ビ デ オ 機 器 な ど に 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 液 晶 表 示 装 置 は Ｔ Ｎ （ ツ イ ス ト ・ ネ マ チ ッ
ク ） や Ｓ Ｔ Ｎ （ ス ー パ ー ・ ツ イ ス ト ・ ネ マ チ ッ ク ） 形 に 代 表 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 が 大 部 分
で あ っ た 。 し か し 、 こ の 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 は 実 用 化 さ れ て い る が 、 視 野 角 が 比 較 的 狭 い
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 点 か ら 、 横 電 界 （ Ｉ Ｐ Ｓ ： In-Plane-Switching） 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 提 案
が な さ れ て い る 。 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 を 介 し て 互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ
る 透 明 基 板 の う ち 、 そ の 一 方 ま た は 両 方 の 液 晶 層 側 の 単 位 画 素 に 相 当 す る 領 域 面 に 、 画 素
電 極 と 対 向 電 極 と を 備 え 、 こ の 画 素 電 極 と 対 向 電 極 と の 間 に 透 明 基 板 と 略 平 行 に 発 生 さ せ
る 電 界 成 分 に よ っ て 前 記 液 晶 層 を 透 過 す る 光 を 変 調 さ せ る よ う に し た も の で あ る 。 横 電 界
方 式 の 液 晶 表 示 装 置 は 広 視 野 角 を 得 る こ と が 出 来 る 。 こ れ で 有 名 な も の は 前 記 画 素 電 極 及
び 共 通 電 極 が 一 画 素 内 で 折 れ 曲 が っ た 構 造 を 有 す る も の だ 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 一 画 素 内 で 折 れ 曲 が っ た 構 造 を 有 す る 横 電 界 方 式 の 液 晶
表 示 装 置 が 、 特 許 文 献 １ に よ り 提 案 さ れ て い る 。 図 １ は こ の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の
一 画 素 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ の 画 素 は 、 デ ー タ ラ イ ン １ １ ５ と 、 こ の デ ー タ ラ イ ン １ １
５ と 垂 直 な ゲ ー ト ラ イ ン １ １ ３ と 、 こ の デ ー タ ラ イ ン １ １ ５ と 平 行 な 共 通 ラ イ ン １ ３ ５ と
、 こ の デ ー タ ラ イ ン １ １ ５ と ゲ ー ト ラ イ ン １ １ ３ の 交 差 点 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
１ ２ ０ （ Ｔ Ｆ Ｔ ： Thin Film Transistor） と 、 共 通 電 極 １ ３ ３ と 、 画 素 電 極 １ ３ １ と を 有
す る 。 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ０ の ゲ ー ト 電 極 １ ２ １ 、 ソ ー ス 電 極 １ ２ ３ 、 ド レ イ ン 電
極 １ ２ ５ は そ れ ぞ れ ゲ ー ト ラ イ ン １ １ ３ 、 デ ー タ ラ イ ン １ １ ５ 、 画 素 電 極 １ ３ １ と 接 続 さ
れ 、 共 通 電 極 １ ３ ３ は 共 通 ラ イ ン １ ３ ５ と 接 続 さ れ て い る 。 前 記 画 素 電 極 １ ３ １ 及 び 共 通
電 極 １ ３ ３ が 互 い に 平 行 と さ れ る ば か り で な く 、 一 画 素 内 で 折 れ 曲 が っ た 構 造 を 持 っ て い
る か ら 、 ２ 方 向 の 電 界 を 形 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ は 図 １ の Ｉ Ｉ 区 域 を 表 示 す る 説 明 図 で あ る 。 前 記 画 素 電 極 １ ３ １ 及 び 共 通 電 極 １ ３
３ が 一 画 素 内 で 折 れ 曲 が っ た 構 造 を 持 っ て い る か ら 、 ２ 方 向 の 電 界 を 形 成 す る こ と が 出 来
る 。 こ の 電 界 は 液 晶 素 子 を ２ 方 向 へ 駆 動 す る た め 、 表 示 面 に 対 し 斜 め 方 向 か ら 見 た 場 合 の
色 調 変 化 や 階 調 反 転 を な く す こ と が 出 来 る ば か り で な く 広 視 野 角 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う な 設 計 で は 、 画 素 電 極 １ ３ １ 及 び 共 通 電 極 １ ３ ３ の 折 れ 曲 が っ た 所
で 電 界 が 異 常 に な っ て 、 電 界 が 液 晶 素 子 を 駆 動 出 来 な い 。 し た が っ て コ ン ト ラ ス ト 比 が 悪
く な っ て 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ,４ ５ ９ ,４ ６ ５ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の こ う し た 課 題 を 解 決 す る 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 と 、
該 一 対 の 基 板 間 に 形 成 さ れ た 複 数 の 画 素 電 極 と 、 こ の 画 素 電 極 と 互 い に 平 行 に 配 列 さ れ た
複 数 の 共 通 電 極 と を 有 し た 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。 こ の 画 素 電 極 と 共 通 電
極 と の 形 状 が 近 似 し 、 互 い に 平 行 と さ れ 、 し か も 、 両 者 が 滑 ら か な 曲 線 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 こ の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 一 画 素 内 で 折 れ 曲 が っ た
構 造 に 設 計 せ ず 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 一 画 素 内 で 滑 ら か な 曲 線 に な っ た 構 造 に 設 計 し
た か ら 、 異 常 な 電 界 が 形 成 さ れ ず 、 ま た 広 視 野 角 と 高 い コ ン ト ラ ス ト 比 を 実 現 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 す る 。 本 発 明 の 実 施 例 １ で あ る 。 実 施 例 １ の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示
装 置 は 、 第 一 基 板 ２ ０ １ と 、 第 二 基 板 ２ ０ ２ と 、 該 一 対 の 基 板 間 ２ ０ １ と ２ ０ ２ に 挟 持 さ
れ た 液 晶 層 ２ ０ ３ と 、 ゲ ー ト ラ イ ン ２ １ １ と 、 デ ー タ ラ イ ン ２ １ ２ と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
２ ２ ０ と 、 共 通 ラ イ ン ２ １ ３ と 、 画 素 の 接 続 区 域 ２ ３ １ と 、 画 素 の 接 続 線 ２ ３ ２ と 、 画 素
電 極 ２ ３ ３ と 、 共 通 電 極 ２ ４ ３ と 、 鈍 化 層 ２ ６ １ と 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 ２ ６ ２ と を 備 え て い る
。 平 行 な 第 一 基 板 ２ ０ １ と 第 二 基 板 ２ ０ ２ と の 間 に 液 晶 層 ２ ０ ３ が 挟 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 一 基 板 ２ ０ １ の 上 に 形 成 さ れ 、 互 い に 垂 直 な ゲ ー ト ラ イ ン ２ １ １ と デ ー タ ラ イ ン ２ １
２ が 囲 ん で 形 成 さ れ た の が 画 素 区 域 （ 図 で 表 示 さ れ な い ） で あ る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２
０ は 、 こ の デ ー タ ラ イ ン ２ １ ２ と ゲ ー ト ラ イ ン ２ １ １ の 交 差 点 に 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 ２
２ １ 、 ソ ー ス 電 極 ２ ２ ２ 、 ド レ イ ン 電 極 ２ ２ ３ を 含 む 。 共 通 ラ イ ン ２ １ ３ は 、 第 一 基 板 ２
０ １ に 形 成 さ れ 、 共 通 電 極 ２ ４ ３ と 接 続 さ れ る 。 画 素 の 接 続 線 ２ ３ ２ は 、 画 素 の 接 続 区 域
２ ３ １ を 通 し て ド レ イ ン 電 極 ２ ２ ３ と 接 続 さ れ 、 同 時 に 画 素 電 極 ２ ３ ３ と 接 続 さ れ る 。 画
素 電 極 ２ ３ ３ と 共 通 電 極 ２ ４ ３ と の 形 状 が 近 似 し 、 互 い に 平 行 と さ れ 、 ま た 両 者 が 全 部 波
型 の 形 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ゲ ー ト ラ イ ン ２ １ １ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ ０ の ゲ ー ト 電 極 ２ ２ １ に 接 続 さ れ て 走 査 信
号 を 供 給 す る 。 こ の 走 査 信 号 に よ り 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ ０ は Ｏ Ｎ 状 態 も し く は Ｏ Ｆ Ｆ 状
態 を 選 択 す る 。 デ ー タ ラ イ ン ２ １ ２ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ ０ の ソ ー ス 電 極 ２ ２ ２ に 接 続
さ れ て デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ ０ の ド レ イ ン 電 極 ２ ２ ３ は 画 素 の 接
続 区 域 ２ ３ １ と 画 素 の 接 続 線 ２ ３ ２ を 通 し て 画 素 電 極 ２ ３ ３ に 接 続 さ れ る た め 、 画 素 電 極
２ ３ ３ と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ ０ の ド レ イ ン 電 極 ２ ２ ３ が 導 電 接 続 さ れ る 。 走 査 信 号 に よ
り 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ ０ が Ｏ Ｎ 状 態 に な る 時 、 ド レ イ ン 電 極 ２ ２ ３ は ソ ー ス 電 極 ２ ２ ２
が 受 信 し た デ ー タ 信 号 に 従 っ て 対 応 す る 映 像 信 号 を 供 給 す る 。 前 記 の よ う に 画 素 電 極 ２ ３
３ と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ ０ の ド レ イ ン 電 極 ２ ２ ３ が 導 電 接 続 さ れ て い る た め 、 こ の 映 像
信 号 が 画 素 電 極 ２ ３ ３ に 伝 達 さ れ る 。 画 素 電 極 ２ ３ ３ が 映 像 信 号 を 受 信 し た 後 、 画 素 電 極
２ ３ ３ と 共 通 電 極 ２ ４ ３ の 間 に 第 一 基 板 ２ ０ １ 及 び 第 二 基 板 ２ ０ ２ と ほ ぼ 平 行 な 電 界 が 形
成 さ れ る 。 こ の 電 界 は 液 晶 層 ２ ０ ３ を 駆 動 さ せ て 光 透 過 率 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 画 素 電 極 ２ ３ ３ と 共 通 電 極 ２ ４ ３ と の 形 状 が 全 部 波 型 の 形 状 に な っ て い る か ら 、 両 者 の
間 に 形 成 さ れ た 電 界 も 連 続 的 に 変 化 さ れ る 。 こ れ で 電 界 が 異 常 に な る こ と を 防 止 す る こ と
が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ を 参 照 す る 。 図 ５ は 第 一 実 施 方 式 の 横 電 界 に よ り 液 晶 分 子 を 回 転 さ せ る 状 態 を 説 明
す る た め の 図 で あ る 。 形 状 が 波 型 の 形 状 に な っ て い る 画 素 電 極 ２ ３ ３ と 共 通 電 極 ２ ４ ３ に
電 圧 を 印 加 す る と 液 晶 層 ２ ０ ３ が 電 界 に よ っ て 回 転 さ れ る 。 画 素 電 極 ２ ３ ３ と 共 通 電 極 ２
４ ３ が 波 型 の 形 状 に な っ て い る か ら 、 両 者 の 間 に 形 成 さ れ た 電 界 も 連 続 的 に 変 化 さ れ る 。
こ れ で 電 界 が 異 常 に な る こ と 、 液 晶 層 ２ ０ ３ が 異 常 に 回 転 す る こ と を 防 止 し 、 コ ン ト ラ ス
ト 比 が 悪 く な る こ と を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ に 表 示 し た 画 素 電 極 ２ ３ ３ と 共 通 電 極 ２ ４ ３ の 波 型 の 形 状 は 下 の 関 数 を 満 足 す る ：
　 ｘ ＝ Ａ sin（ π ｙ ／ Ｌ ）
　 こ こ で 、 ｘ は 水 平 の 方 向 の 変 量 を 示 し 、 ｙ は 垂 直 の 方 向 の 変 量 を 示 し 、 Ａ は 画 素 電 極 と
共 通 電 極 と の 距 離 を 示 し 、 Ｌ は 画 素 電 極 の 区 域 の 長 さ を 示 し 、 ｙ は ０ ≦ ｙ ≦ Ｌ を 満 足 す る
。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ を 参 照 す る 。 図 ６ は 第 二 実 施 方 式 の 横 電 界 に よ り 液 晶 分 子 を 回 転 さ せ る 状 態 を 説 明
す る た め の 図 で あ る 。 第 二 実 施 方 式 で は 画 素 電 極 ２ ７ ３ と 共 通 電 極 ２ ８ ３ を 円 弧 の 形 状 に
設 計 し た 。 円 弧 の 形 状 も 波 型 の 形 状 の よ う に 滑 ら か な 曲 線 で あ る か ら 、 両 電 極 ２ ７ ３ と ２
８ ３ の 間 に 連 続 的 に 変 化 さ れ る 電 界 が 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 電 界 が 異 常 に な る こ と 、 液
晶 層 が 異 常 に 回 転 す る こ と を 防 止 し 、 コ ン ト ラ ス ト 比 が 悪 く な る こ と を 防 止 す る こ と が 出
来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ に 表 示 し た 画 素 電 極 ２ ７ ３ と 共 通 電 極 ２ ８ ３ の 円 弧 の 形 状 は 下 の 関 数 を 満 足 す る ：
　 ｘ ＝ Ａ sin（ π ｙ ／ Ｌ ）
　 こ こ で 、 ｘ は 水 平 の 方 向 の 変 量 を 示 し 、 ｙ は 垂 直 の 方 向 の 変 量 を 示 し 、 Ａ は 画 素 電 極 と
共 通 電 極 と の 距 離 を 示 し 、 Ｌ は 画 素 電 極 の 区 域 の 長 さ を 示 し 、 ｙ は ０ ≦ ｙ ≦ Ｌ を 満 足 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 画 素 電 極 と 共 通 電 極 は 波 型 の 形 状 、 円 弧 の 形 状 だ け で な く 、 ほ か の 形 状 に 設 計 す る こ と
が 出 来 る 、 例 え ば 直 線 と 曲 線 が 連 続 す る 滑 ら か な 曲 線 も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 共 通 ラ イ ン 、 共 通 電 極 、 画 素 電 極 は 、 透 明 導 電 材 料 、 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ 酸 化 イ ン
ジ ウ ム ス ズ 、 Indium Tin Oxide） で 製 造 で き る 。 こ の 材 料 を 使 用 す る と 開 口 率 、 輝 度 な ど
を 改 善 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 を そ れ ぞ れ 上 下 両 基 板 に 形 成 す る と 、 上 下 両 基 板 に 平 行 な 電 界
が 形 成 さ れ る 。 も し 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 を 同 じ 基 板 に 形 成 す る 時 は 、 画 素 電 極 と 共 通
電 極 の 間 に 鈍 化 層 或 い は 絶 縁 層 を 形 成 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 内 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ 部 分 を 表 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 内 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 方 向 の 切 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 内 で 電 極 の 配 列 さ れ た 状 態 と 液 晶 の
回 転 す る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 横 電 界 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 内 で 電 極 の 配 列 さ れ た 状 態 を 示 す 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ０ １ 　 第 一 基 板
　 ２ ０ ２ 　 第 二 基 板
　 ２ ０ ３ 　 液 晶 層
　 ２ １ １ 　 ゲ ー ト ラ イ ン
　 ２ １ ２ 　 デ ー タ ラ イ ン
　 ２ ２ ０ 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
　 ２ １ ３ 　 共 通 ラ イ ン
　 ２ ３ １ 　 画 素 の 接 続 区 域
　 ２ ３ ２ 　 画 素 の 接 続 線
　 ２ ３ ３ 、 ２ ７ ３ 　 画 素 電 極
　 ２ ４ ３ 、 ２ ８ ３ 　 共 通 電 極
　 ２ ６ １ 　 鈍 化 層
　 ２ ６ ２ 　 ゲ ー ト 絶 縁 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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